
 

 
 
 
 
 

((ココララムム)) ⾷⾷料料・・農農業業・・農農村村基基本本計計画画ににおおけけるる農農業業経経営営モモデデルル  

令和2(2020)年3⽉に閣議決定した⾷料・農業・農村基本計画における「農業経営の展望」では、家
族経営を含む多様な担い⼿が地域の農業を維持・発展できるよう、他産業並の所得を⽬指し、新技術
等を導⼊した省⼒的かつ⽣産性の⾼い経営モデルを、主な営農類型・地域について例⽰しています。
具体的には、⽔⽥作、畑作等営農類型別に、意欲的なモデル、現状を踏まえた標準的なモデル、スマ
ート農機の共同利⽤や作業の外部委託等を導⼊したモデル、複合経営モデルの計37モデルを提⽰して
います。あわせて、半農半X等多様なライフスタイルを実現する取組や規模が⼩さくても安定的な経
営を⾏いながら、農地の維持、地域の活性化等に寄与する取組を事例として取り上げています。また、
⼩規模農家も含めた多様な農業経営の取組事例を参考として提⽰しています。 

各地域で、これらのモデルや事例を参考として、担い⼿の育成や所得増⼤に向けた取組が進展する
ことが期待されています。 

資料：農林⽔産省作成 
 注：試算に基づくものであり、必ずしも実態をあらわすものではない。 

営農類型 対象地域 関東以⻄露地野菜（⽣⾷・農地維持型）

⾼齢化する家族経営において、農機の共同利⽤や⼀部作業の外部委託により、省⼒化・⽣産性の向上を図る家族経営
モデルのポイント

乗⽤型全⾃動移植機の共同利⽤により、経営コスト上昇を回避するとともに、移植作業時間を約50％削減
外部委託によるドローンを活⽤したセンシング、農薬散布等によって、中間管理の負担を軽減し、当該作業時間を約25％削減
⾼齢化による労働⼒不⾜を⼀部作業の外部委託や機械化により効率化するとともにアシストスーツの活⽤により収穫物の運搬などの重労働の作業負担を軽減
過疎化・⾼齢化により地域内から労働⼒を調達することが困難となっている状況化において、農作業の⼈材派遣に対応している⼈材派遣会社を活⽤

技術・取組の概要

【経営形態】
家族経営（２名（うち主たる従事者１名）、

臨時雇⽤ １名）

【経営規模・作付体系】
経営耕地
キャベツ
すいか

経営発展の姿
（参考）⽐較を⾏った経営モデル【試算結果】

粗収益
経営費
農業所得

主たる従事者の所得（/⼈）
主たる従事者の労働時間（/⼈）

1,247万円
653万円
595万円

419万円
1,514hr1.7ha

1.2ha
0.5ha

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇⽤１名）

【経営規模・作付体系】
経営耕地
露地野菜

1.7ha
1.7ha

アシストスーツ乗⽤型全⾃動移植機 ドローンによる
センシング・農薬散布等

営農管理システム

耕起、移植 栽培管理 営農管理 収穫 運搬

●︓2019年までに市販化

農農業業経経営営モモデデルルのの例例  

 

((77))  今今後後にに向向けけてて  
今回、我が国の農業構造のこれまでの変化について分析を進めたところ、我が国農業の

持続的な発展のためには、若年層等の農業従事者の確保・定着と併せて、それらの農業従
事者⼀⼈⼀⼈がこれまでに⽐べてより⼤きな役割を担っていくことが必要となっているこ
とがうかがえます。 

このような中、経営耕地⾯積に占める主業経営体と法⼈経営体の割合が増加傾向であり、
1経営体当たりの経営規模も拡⼤し、⼤規模層では農業所得も⼤きくなっていることから、
基盤整備による⼤区画化や農地の集約化、経営データの活⽤等のスマート農業の取組を促
進すること等と併せ、法⼈化・規模拡⼤の取組は今後とも重要であると考えられます。そ
の⼀⽅で、経営耕地⾯積に占める65歳以上の農業従事者の割合は依然として⼤きく、地域
の農業を維持する観点からは、これら農業従事者の果たす役割も引き続き⼤きいと考えら
れます。 

また、農業⽣産の品⽬構成においては、⽶の割合が減少し、畜産や野菜の割合が増加傾
向にあり、若年層の農業従事者の割合が畜産や野菜の部⾨で⾼くなっていること、さらに
1経営体当たりの⽣産農業所得は⽶以外の産出額が⼤きい県の⽅が⼤きいことから、需要
の変化に応じた⽣産の取組が今後とも重要であることがうかがえます。 

このようなこれまでの変化
シ フ ト

の傾向は、地域ごとに様々な事情もある中での現場の⽣産者
や地⽅公共団体等の関係者による取組が反映されたものであることから、今後の持続可能
な農業構造の実現に向けての⼤きな⽅向性を⽰す道標となると考えられます。 
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